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はじめに 
 
  福島県統計協会の事業につきましては、日頃より特段の御理解と御協力を賜り厚く御礼
申し上げます。 

 「統計ふくしま」は、当協会の活動に御賛同いただいている会員の皆様の機関紙として、
事業の実施状況等をお知らせしています。 

  今回は、今年度の事業のうち福島県統計功労者表彰式、福島県統計グラフコンクール、
統計セミナー、統計出前授業（新規）についてお知らせします。 

 

福島県統計功労者表彰式を開催 
 
  本年度の統計功労者表彰受賞者は、福島県知事表彰  
20 名、福島県統計協会名誉会長表彰 197 名、各省大臣 
表彰（総務大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣）62 名 
・8 事業所でした。 
  表彰式は、福島県及び福島県統計協会の主催により、  
平成 28 年 11 月 7 日（月）、福島市のサンパレス福島 
において、受賞者 93 名・5 事業所出席のもと開催し、 
功労者を讃えました。 
 

主催者挨拶  
 鈴木 正晃 福島県副知事から、「皆様には、長年にわたり統計調査事業を支えていただ
き、統計の発展と普及啓発に多大の貢献を賜りました。福島の未来を築いていくためには、
本県を取り巻く状況を的確に把握する必要があり、皆様の日頃の調査によって支えられて
いる統計は、そのための重要な基礎資料となります。県では、昨今の調査環境が厳しさを
増す中、円滑に調査ができる環境づくりに力を注ぐとともに、誰もが利用しやすい統計情
報の提供に努めてまいります。」との挨拶がありました。  
 

統計功労者表彰  
 続いて、鈴木 正晃 福島県副知事から福島県知事表彰及び各省大臣表彰の表彰状が授与
（伝達）され、次に、伊藤 泰夫 福島県統計協会長（福島県企画調整部長）から福島県統
計協会名誉会長表彰の表彰状が授与されました。  
来賓祝辞  
 表彰後、御来賓の方々を代表して、山田 平四郎 福島県議会企画環境委員会委員長及び
加藤 幸一 福島県統計調査員協議会連合会長から御祝辞を頂戴いたしました。  
 

受賞者代表謝辞  
                      祝辞に続いて、受賞者を代表して、福島県 

知事表彰を受賞された湯川村の小林 淳輔 氏 
から、「表彰式におきまして、身に余る栄誉 
を頂戴し、また、副知事並びに御来賓の皆様 
方からお祝いのお言葉を賜りまして、感激に 
堪えない次第であります。私達一同は、今回 
の栄誉を励みとし、この思いを忘れることな 
く、これからも統計の発展、統計思想の普及 
啓発に資するため、引き続き精進して参りた 
いと存じます。」との謝辞があり、厳かな雰 
囲気のうちに表彰式は終了しました。 
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第 6６回福島県統計グラフコンクールを開催 

                       福島県統計グラフコンクールは、統計知識・技術
の普及向上と次代を担う児童、生徒を中心に早い
段階から統計に慣れ親しんでもらうことを目的に
昭和 25 年から開催しており、今年度で 66 回目を
迎えました。 

今回は、244 点 (362 人)の応募があり、昨年度の
177 点（255 人）より多くの出品がありました。ど
の作品も表現力豊かで、作者の創意工夫と熱意が感
じられるものでした。 

    平成 28 年 9 月 12 日(月)に開催された審査会におい
て、福島県知事賞 4 点、福島県教育委員会教育長賞 4 点、福島県統計協会名誉会長賞 16

点、佳作 13 点、努力賞 18 点を選定しました。また、団体賞として、優秀学校賞に矢吹町
立善郷小学校、矢吹町立三神小学校の 2 校を、奨励学校賞に湯川村立笈川小学校、会津若
松市立謹教小学校、いわき市立平第二中学校、福島市立岳陽中学校の 4 校を決定しました。 

 表彰式は、平成 28 年 11 月 2 日（水）に福島市の杉妻会館において開催し、福島県知事
賞、福島県教育委員会教育長賞、福島県統計協会名誉会長賞、優秀学校賞及び奨励学校賞
の受賞者 31 名、2 団体の皆さんに御出席いただきました。伊藤泰夫 福島県企画調整部長
（統計協会長）の祝辞のあと、一人一人に賞状と記念品が授与されました。  

 表彰後、受賞者を代表して第 3 部（小学校 5 年生及び 6 年生の児童）で福島県知事賞を
受賞された会津若松市立松長小学校 5 年の小熊法恵さん、佐藤有紗さん、森彩花さんより
御挨拶をいただきました。 

 

  

 

 

 

 

 

◆入選作品巡回展 
 
 入選作品 24 点について、平成 28 年 11 月から平成 29 年 2 月にかけて県内 7 カ所(福島市、
会津若松市、郡山市、いわき市、南会津町、矢吹町、福島県庁）で巡回展を開催いたしま
した。 

 なお、入選作品については、福島県のホームページに掲載しておりますので、ぜひご覧
ください。（ふくしま統計情報ＢＯＸで検索） 
 
★福島県統計グラフコンクールは、小学生以上の方ならどなたでもご応募いただけます。 
 次年度も 5 月下旬に募集要領を公表する予定ですので、奮ってご応募ください！ 
 

統計グラフ全国コンクールへの出品  

 
  入選作品の中から特に優秀な１５点の作品を第６４回統計グラフ 

全国コンクールに出品し、１作品が佳作を受賞しました。 

☆第 1 部（小学校 1 年生及び 2 年生の児童） 

「すてきななまえをありがとう」  

矢吹町立三神小学校 1 年 内藤 結香さん 



統計グラフ指導者講習会への派遣 
 
 統計グラフ作成を指導する立場にある者を対象に毎年開催される統計グラフ指導者講習  

会に小学校教諭 2 名、中学校教諭 1 名を派遣し、統計グラフコンクールを通した 21 世紀型 

スキルと学習指導要領における統計的問題解決力育成や、統計グラフの作り方及び小学校 

児童への指導方法について受講していただきました。 

本講習会は、公益財団法人統計情報研究開発センターの主催で、今年度は平成 28 年 6 

月 23 日（木）～24 日（金）に戸山サンライズ（東京都内）で開催されました。  

  

児童・生徒に対する統計普及活動の実施（新規事業） 
 
今年度から新たに、統計に対する関心と理解を深め、統計調査への協力意識の醸成を図

ることを目的に、次代を担う児童・生徒を対象とした統計普及活動に力を入れて、事業を
進めて参ります。 

今年度は、統計出前授業を実施しました。 
 

◆統計出前授業◆ 
 
■対象者 

 小学４年生の社会科の授業として実施しました。 

 

■授業内容 

 〇統計について 

   統計が私達の生活に役立てられていることや統計 
  調査に協力することの大切さについて説明しまし 
  た。 

〇福島県の姿について 

  福島県の土地利用の様子、人口、工業、農業につ 
  いて、統計を用いて紹介しました。  

〇児童が住んでいる市町村の特色について  

統計を用いて市町村の特色（観光や農業など） 
  を紹介しました。 
 
■実施校  

 〇平成 29 年 1 月 16 日（月）          

  会津若松市立謹教小学校 60 名（2 クラス） 

 〇平成 29 年 1 月 31 日（火） 

矢吹町立三神小学校   22 名（1 クラス） 
 
■子ども達の感想 

  子ども達からは「福島県の１番のものをもっと知り
たい」「本屋さんの数を知りたい」「福島県でどの仕
事が一番多いのか知りたい」などの声があり、多くの
子ども達が統計やふるさとに対する興味・関心を深め
ました。 

 
※ 詳しくは福島県のホームページ（ふくしま統計情  

 報 BOX）をご覧ください。 
 

◆県内の小学生を対象としたホームページの開設◆（平成 29 年 3 月） 
 

 小学生及び教員向けのホームページを開設します。当ページでは、統計調査に協力す
ることの大切さや福島県に関する最新の統計データなどについてわかりやすく紹介す
る予定です。 
 

◆親子統計グラフ教室（仮称）◆（平成 29 年度）  
 
  夏休みに県内の小学生とその保護者を対象に開催します。当日は、身のまわりの出来
事などをテーマに、親子で楽しく統計グラフを作っていただく予定です。  

【謹教小学校の授業風景】 

【三神小学校の授業風景】 



統計セミナーを開催 

テーマ：「社会に役立つ統計の力」  
講 師：統計家 西内 啓 氏 

平成 28 年 11 月 18 日（金）に福島テルサ（福

島市）において、ベストセラー「統計学が最強の

学問である」の著者で統計家の西内啓氏を迎え、

「社会に役立つ統計の力」と題し、統計の魅力や

可能性、統計の活用方法について御講演いただき

ました。「論より証拠」という聞き慣れた言葉が

いかに真実を述べているか、経験や勘からではな

く統計データから導き出される証拠こそが今あ

る現状の原因であり、求める成果に直結するアク  

ションのヒントになることなどを、少子化問題や 

教育投資など具体例をあげて語られました。  

参加者からは「やみくもに施策を立案するので 

はなく、統計を上手く活用して効果的な施策を検 

討する必要性を感じた」「統計による裏付けの重  

要さが大変参考になった」などの感想をいただき  

ました。〔参加者 100 名〕  

 ★どなたでもご参加いただけます。  

次年度も開催予定ですので、お楽しみに！   

                           

☆好評発売中  

○ 2017年版福島県民手帳 （税込 500 円） ○平成 28年版 福島県勢要覧（税込 1,500 円） 

  福島県の沿革、自然、人口、

産業、経済、教育、福祉など

県勢全般がわかるコンパク

トな総合統計書です。  

わかりやすい図表が入っ

た最新データや県内主要年

表に加え、東日本大震災から

の復興のあゆみも掲載して

います。 

 

 

〔B6 版 318 頁〕 

 

 月間予定表のスタイル

により、横罫 (カバー：

濃茶)とカレンダー(カバ

ー：シルバー)の 2 種類の

タイプがあります。月間

スケジュール表は、2016

年 11 月から 2018 年 3 月

まで対応しています。  

〔8cm×14cm〕 県及び県内市町村の統

計データや生活に役立つ情報を盛り込んだポ

ケット版手帳です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆4 月販売予定  

○第１３１回福島県統計年鑑  

 

○一目でわかる福島県の指標  ２０１７ 

            (税込 6,800 円） 

福島県の沿革、人口、産

業、経済、社会等の各分野

にわたる基本的な統計を総

合的かつ体系的に収録した

総合統計書です。掲載デー

タの Excel ファイルなどが

入った CD－R 付きです。  

〔A4 版 468 頁、CD-R 付き〕 

              (税込 1,000 円） 

            全国における福島県の位置と  

推移及び県内市町村の地域特性  

を指標によって表した統計書で  

す。「グラフでみる復興・創生  

への歩み」や「福島あれこれ全 

国ランキング～ベスト 5～」な 

ど一目でわかる興味深い項目が

〔A5 版 180 頁〕 盛りだくさんです。  

（問い合わせ先）           福島県統計協会（福島県統計課内）    電話 024-521-7143 

 

 
『プロフィール』  

１９８１年生まれ。東京大学大学院医学系研究科医

療コミュニケーション学分野助教、大学病院医療情報

ネットワーク研究センター副センター長、ダナファー

バー／ハーバードがん研究センター客員研究員を経

て、2014 年 11 月に株式会社データビークルを創業。

自身のノウハウを活かしたデータ分析ツールの開発

と、官民のデータ活用プロジェクト支援に従事。  

統計家 西
にし

 内
うち

  啓
ひろむ

 氏 

氏 

刊刊行行物物ののごご案案内内  
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